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　4　　アトピー性皮膚炎における低反応レベル
レーザー星状神経節照射の皮膚反応に与える影響
と治療効果
（皮膚科）○伊藤　友章、茂田　江里、辻　　　香
　　　　　大島　治子、渋谷　博文、磯部　環貴
　　　　　玉城　　毅、加藤　雪彦、古賀　道之
　ADの皮膚にAchを皮内注射すると、遅延蒼白
反応を認め、自律神経系の異常と考えられている。
我々は、アトピー性皮膚炎（AD）の皮膚にはノ
ルアドレナリン（NA）が貯留し、　NAは炎症性
サイトカリンと共に炎症に関与していると報告し
てきた。自律神経を抑制する目的で低反応レベル
レーザー（LLLT）星状神経節照射を施行し、
遅延蒼白反応の変化と臨床症状を検討した。週2
回照射群と週5回照射群とを比較し、照射後の遅
発蒼白反応は両群とも減傾向を認めるが、週5回
群でその効果は明らかであった。また皮疹及び痒
みのある程度の改善がみられたため、ADに対す
る有効な治療法となる可能性があると考えられた。
　6．　胸背部痛にて発症したサルコイドーシスの1例
（内科学第一）〇三沢　昌史、内海　健太、大久保仁嗣
　　　　　　　富田　章夫、箱田　有亮、石塚　史郎
　　　　　　　長手　　聡、菊池　和彦、水野　耕介
　　　　　　　春日　郁馬、峯村　和成、大屋敷一馬
　【症例】24歳女性【主訴】胸背部痛【現病歴】平成12
年4月中り主訴出現し当院当科受診。同じ頃より両眼
の視力低下を自覚。　【現症】特に所見はないものの、
前胸部・背部の自発痛を認めた。C）（一ray上BHLあり。
ACE正常。両眼ぶどう膜炎あり。　【経過】気管支鏡検
査施行。BA：しにてリンパ球増多、　CD4／8比上昇。
TB　LBにて非乾酪性肉芽腫。髄液のβ2マクログロブリ
ン2．7mg／1、　ACE　O．31U／1。脊髄MRIにて頚髄にT2高信
装甲。神経サルコイドーシスと診断。胸背部痛は
NSAIDsが無効で、　PSL　30mg投与後速やかに消失。
【考案】神経サルコイドーシスは全体の約5％に認め
られ、様々な神経症状を呈する。本症例は胸背部痛の
みであった。サルコイドーシスに伴う胸痛は心膜・胸
膜病変由来とされているが、本例は髄液所見と脊髄
MRIより脊髄サルコイドーシスによる胸背部痛と診断
した。貴重な症例と考えここに報告した。
　5．経皮デリバリーしたアンチセンスオリゴヌクレ
　　　オチドによるマウス皮膚中IL－10の特異的抑制
（東京薬大・第一薬剤）　　坂本　宜俊，宮崎恵梨子
　　　　　　　　　　　　新棋　幸彦，土屋　晴嗣
（東京医大・皮膚科）　　　加藤　雪彦，古賀　道之
【目的】アトピー性皮膚炎（AD）の疾患部位では過
剰産生されるIL－10によりTh　1／Th2バランスがTh2側
へ著しく傾いていることが報告されている．　本研究
ではアンチセンスODNによる皮膚内IL－10の特異的抑
制とそのAD様皮膚炎への影響を検討した．
【方法】Nc／Ngaマウス背部皮膚炎部位にパルス脱分
極型イオントフォレシスによりアンチセンスODNを投
与した．　IL－10　mRNAおよびタンパクレベルはそれ
ぞれRT－PCR法およびELISA法にて測定した．　ま
た，アンチセンスODN投与後の皮膚炎症状の視診およ
び組織像の検討を行った．
【結果・考察】投与されたアンチセンスODNは
Nc／Ngaマウス皮膚内のIL－10　rnRNAおよびタンパク
レベルを特異的に減少させた．　また，アンチセンス
投与部位において紅斑，鱗屑などの皮膚炎症状の消失
が認められた．　以上より，イオントフォレシスによ
り皮膚内に送達されたアンチセンスDNAはIL－10産生
を特異的に抑制可能なこと，またAD様症状を改善可
能なこと示唆された．
　7　小児アレルギー疾患と生体内糖化反応
（小児科）○戸塚隆太、細部裕子、武隅孝治
　　　　　　　星加明徳
（東京薬大）　吉原一博、別府正俊
　生体内糖化反応は、タンパク質と還元糖の
非酵素的な反応に起因し、最終的にAGE
（Advanced　Glycation　End　Products）を形成す
る。この反応は糖尿病ばかりでなく、酸化的
ストレスが関与する疾患でも尤進ずることが
指摘されている。我々はAGE形成に酸化的
ストレスが関与していることに着目し、小児
アレルギー疾患と生体内糖化反応との関連性
について検討した。典型的なAGE分子種で
あるペントシジンの血清濃度測定を小児アレ
ルギー疾患に施行し、疾患とペントシジン形
成について考察した。その結果、特に気管支
喘息患者において血清ペントシジン濃度の上
昇が認められ、これには疾患に基づく酸化的
ストレスが関与しているものと推定した。
（2）
